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　　一消防操法大会で準優勝一

　去る8月19日、埼玉県並びに埼玉県

消防協会の主催による消防操法大会に

出場した江南消防団は、訓練に訓練を

かさねみごと準優勝にかがやき、県下

にその名をひろめました。

（内容については、8ページに掲載）
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“生きがい”づくりは

みんなの手で

老人福祉週問

　
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
ま
た

こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週

間
で
す
。

　
お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ

た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
今
日
ま
で
つ
ち
か
っ
て

き
た
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

こ
と
が
、
お
年
寄
り
の
生
が
い
に
な
る

と
同
時
に
、
世
代
を
超
え
た
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
老
人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
共

に
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

家
庭
で
の
役
割
分
担
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
1
そ
の
お
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ち
ゃ
ん
は
、
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
掃
除
を
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
、
家
庭
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
自
分
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
と
考
え
、
何
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
の
生
き
が
い
と
感

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
日
お
嫁
さ
ん
が
「

そ
ん
な
こ
と
、
し
な
く
て
い
い
の
」
と

掃
除
機
を
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
そ
の

の以歳88満在現旧蝟付番寿長村南江　
　
　
　
　
レ
し

お
年
寄
り
に
生
き
が
い
を

　
日
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
強
度
の
便

　
秘
に
悩
ま
さ
れ
、
と
う
と
う
寝
こ
ん
で

　
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
ま
た
掃
除

　
を
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

　
ウ
ソ
の
よ
う
に
便
秘
は
治
つ
た
と
い
う

　
の
で
す
。

　
　
1
あ
る
農
家
の
で
き
ご
と
、
農
繁

　
期
で
ネ
コ
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
の
忙

　
し
い
と
き
、
そ
の
家
の
老
人
は
何
か
の

　
役
に
立
ち
た
い
と
田
ん
ぼ
に
出
て
行
っ

　
た
の
で
す
が
、
　
「
邪
魔
に
な
る
か
ら
、

　
引
っ
込
ん
で
い
て
」
と
い
わ
れ
、
明
く

番付 年齢 氏　　　名 生年月日 住　　　所

横綱 96 橋本　いち 明17．6．22 御正新田209

大関 91 橋本孝寿 明21．11．1 小江川2159－1

関脇 91 斉藤志やう 明22．3．2 野原1191

小結 90 坂田　ます 明23．4．8 押切130

前頭 90 小久保はな 明23。6．26 塩74

2 89 篠田　み祢 明23，9．18 三本1440－3

3 88 稲村　ミネ 明25．1．21 押切2364－1

4 88 高橋　トメ 明25。4．15 須賀広291

5 88 関口　せい 明25．5．1 押切2528

6 88 野口　里う 明25．5．18 小江川359－1

7 88 印牧　貞治 明25．9．！ 小江川1396

る
朝
、
自
殺
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
で

す
。「

何
も
し
な
い
で
、
ジ
ッ
と
し
て
い

れ
ば
い
い
よ
」
と
い
互
言
葉
ぐ
ら
い
、

お
年
寄
り
に
と
っ
て
残
酷
な
言
葉
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
の
け
者
に
さ
れ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り

自
分
は
役
に
立
つ
存
在
で
あ
る
と
い
う

自
信
と
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
れ

る
と
い
う
気
負
い
が
、
日
々
お
年
寄
り

の
心
の
張
り
、
生
き
る
バ
ネ
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
家
庭
で
は
、
お
年
寄
り
の
役
割
分
担

を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
お
年
寄

り
は
自
分
の
役
割
を
通
し
て
、
家
庭
と

の
接
点
を
も
ち
、
生
き
が
い
を
見
い
だ

し
て
い
く
の
で
す
。

　
村
の
老
人
福
祉
事
業

●
老
人
医
療
の
無
料
化

　
六
十
八
歳
以
上
の
か
た
は
、
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
の
が
無
料
で
す
。

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
、
ご
自
身

の
健
康
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣

　
老
人
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た
や

身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す
る
人
の
い
な

い
世
帯
で
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る

場
合
に
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
さ
ん
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

　
村
内
に
、
十
八
老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成

　
　
　
．
a
）
○

さ
れ
て
お
り
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
求
め
て
、
教
養
講
座
や
座
談
会
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
敬
老
年
金

　
長
寿
の
お
祝
い
の
年
金
と
し
て
、
七

十
歳
か
ら
七
十
九
歳
ま
で
四
千
円
、
八

十
歳
か
ら
八
十
四
歳
ま
で
五
千
円
、
八

十
五
歳
以
上
六
千
円
支
給
し
ま
す
。

●
寝
た
き
り
老
人
手
当

　
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で
、
身
体
が

不
自
由
で
寝
た
き
り
の
状
態
が
続
い
て

い
る
か
た
に
対
し
て
は
、
そ
の
手
当
と

し
て
月
額
二
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
「
敬
老
の
日
」
記
念
品
の
贈
呈

　
七
十
歳
以
上
の
方
に
は
、
敬
老
の
日

に
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

●
老
人
セ
ン
タ
ー
「
江
南
荘
」

　
一
町
三
村
で
建
設
し
た
老
人
セ
ン
タ

ー
は
、
お
年
寄
り
を
対
象
に
健
康
の
増

進
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
盛
況
な
毎
日
で
す
。

老
人
セ
ン
タ
ー
で

　
　
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
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　国勢調査．の

シンボルマーク

　
来
月
の
十
月
一
日
に
は
、
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
指

定
統
計
第
一
号
で
国
が
行
う
最
も
大
規

模
な
、
か
つ
人
口
に
関
す
る
基
本
的
な

統
計
調
査
で
す
。

　
わ
が
国
の
国
勢
調
査
は
大
正
九
年
に

第
一
回
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
以
後

終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
を
除
き
五
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
、
今
回
の
調
査
は
第

十
三
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

◎
調
査
の
意
義

　
わ
が
国
の
人
口
問
題
は
、
①
人
口
の

日
謡

矯1
調罎

　
　
聖

（

△

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

十
月
一
日
に
実
施

急
速
な
老
齢
化
の
進
行
②
出
産
力
の
低

下
傾
向
③
人
口
移
動
の
変
化
④
世
帯
数

の
伸
び
の
鈍
化
傾
向
等
、
大
き
な
社
会

問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
国
勢
調
査
は
、
ち
ょ

う
ど
こ
の
時
期
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の

問
題
解
明
に
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
調
査
の
対
象

　
こ
の
調
査
で
は
、
調
査
の
時
期
に
国

内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象

と
し
、
そ
の
人
が
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

場
所
で
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
調
査
し

ま
す
。

　
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
」
と
は
、
十

月
一
日
現
在
、
そ
こ
に
す
で
に
三
ヵ
月

以
上
住
ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
最
近
移

っ
て
き
て
ま
た
三
ケ
月
に
な
っ
て
い
な

い
が
、
十
月
一
日
前
後
を
通
じ
て
三
カ

月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◎
調
査
の
日
程

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
の
間
に

調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
い
た
し
ま
す
。
各
家
庭
で
は
、

十
月
一
日
の
状
況
を
調
査
票
に
黒
鉛
筆

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
済
の
調

査
票
は
、
十
月
］
日
か
ら
五
日
ま
で
の

間
に
調
査
員
が
回
収
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
の
で
そ
の
と
き
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

◎
調
査
事
項

（
世
帯
員
に
関
す
る
事
項
）

qD
氏
名

別
男
女
の
別

㈹
世
帯
主
と
の
続
き
柄

の
出
生
の
年
月

㈲
配
偶
の
関
係

㈲
国
籍

ω
現
住
居
に
入
居
し
た
時
期

㈹
前
住
地

働
教
育

㎝
就
業
状
態

㎝
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

働
従
業
地
ま
た
は
通
学
地
ま
で
の
利
用

交
通
手
段

働
従
業
上
の
地
位

⑳
所
属
の
事
業
所
の
名
称
お
よ
び
事
業

　
の
種
類

個
仕
事
の
種
類

　
（
世
帯
に
関
す
る
事
項
）

圃
世
帯
の
種
類

m
世
帯
員
の
数

　
　
　
（
憾

⑬
家
計
の
収
入
の
種
類

㈲
住
居
の
種
類

⑳
居
住
室
の
数

⑳
居
住
室
の
畳
数

⑳
住
宅
の
建
て
方

　
以
上
二
十
二
項
目
の
調
査
と
な
り
ま

す
。

◎
調
査
の
秘
密
は
厳
守

　
こ
の
調
査
は
、
人
口
問
題
や
行
政
の

適
切
な
運
営
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
提

供
す
る
、
極
め
て
重
要
な
調
査
で
あ
り
皆

さ
ん
の
正
し
い
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
調
査
票
の
記
入
は
、
同
時
に

配
付
さ
れ
る
記
入
例
を
み
て
記
入
い
た

だ
け
れ
ば
、
む
ず
か
し
い
も
の
で
は
な

く
、
調
査
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

　
九
月
末
頃
調
査
員
が
お
伺
い
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
の
年
齢
別
人
ロ
の
う
つ
り
か
わ
り

　
本
村
の
人
口
は
、

戦
前
に
い
た
っ
て
は

ほ
ぼ
横
ば
い
の
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、

戦
後
急
激
な
増
加
を

示
し
、
昭
和
三
十
五

年
頃
に
な
り
ま
す
と

都
市
化
の
波
を
受
け

兼
業
農
家
の
増
加
及

び
人
口
の
都
市
流
出

に
ょ
り
ゃ
や
減
少
の

傾
向
を
み
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後

市
街
化
区
域
の
線
引

を
受
け
、
市
街
化
区

域
を
中
心
と
し
て
年

々
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。

（
五
歳
階
級
別
）

資
料
・
国
勢
調
査

5432（百人〕234550年
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田
畑
輪
換
方
式
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
豆
栽
培

　
首
都
に
隣
接
す
る
本
県
及
び
本
村
の

農
業
は
、
高
度
経
済
成
長
と
急
激
な
都

市
化
に
伴
い
、
兼
業
化
や
混
住
化
が
進

み
、
農
業
就
業
者
の
老
齢
化
や
後
継
者

不
足
等
を
招
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
の
生
産
が
過
剰
で
あ
る
一

方
、
増
産
の
必
要
な
大
豆
・
麦
・
飼
料

作
物
等
が
不
足
で
あ
る
わ
が
国
の
農
業

生
産
の
現
状
か
ら
、
農
業
生
産
の
再
編

が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
地
域
の
特
色
及
び
性
格
に

応
じ
た
手
法
に
よ
り
、
需
要
の
動
向
に

対
し
て
安
定
し
た
対
応
が
で
き
る
地
域

農
業
を
再
編
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

穿
．
』

ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
江
南
村
で
ば

集
落
を
単
位
と
し
て
農
家
の
連
帯
を
基

礎
と
す
る
集
落
農
業
を
助
長
す
る
こ
と

と
し
、
農
業
者
の
創
意
と
工
夫
に
基
づ

く
集
落
農
業
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
集

落
全
員
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
需
要
の

動
向
に
沿
っ
た
生
産
の
拡
大
、
農
用
地

の
利
用
増
進
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
栽
培
の
協
定
に
よ
る
生
産
単
位
の
拡

大
等
を
内
容
と
す
る
集
落
農
業
の
方
向

を
定
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
生

産
の
組
織
化
、
中
核
農
家
の
規
模
拡
大

地
域
複
合
体
制
の
推
進
及
び
生
産
環
境

の
整
備
な
ど
を
は
か
り
、
活
力
あ
る
村

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
昭
和
五
十

五
年
度
板
井
地
区
を
モ
デ
ル
集
落
と
し

　
り
　
　
　
　

　
当
　
産

　
ル
　
年

　
一
　
　
4

　
ア
　
　
6

　
1
0

　
較

　
比

　
得

　
所

　
の

　
と

　
麦

　
稲

　
水

　
と

　
麦

　
短

　
　
　
　
　
ノ
．
し

て
、
三
十
六
戸
の
農
家
を
対
象
に
「
集

落
農
業
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、
自

発
的
な
意
向
に
基
づ
く
話
し
あ
い
に
よ

り
作
付
栽
培
協
定
を
締
，
結
し
、
集
団
転

『
作
之
し
て
大
豆
栽
培
に
取
り
く
み
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
板
井
土
地
改
良
区
内
の
水
田

約
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、
三
年
の
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
田
畑
輪
換
方
式
に
て

集
団
転
作
を
し
、
は
種
、
施
肥
、
防
除

等
栽
培
管
理
を
共
同
作
業
に
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
に
は
、
北
地
区
の

大
ほ
場
に
こ
の
方
式
を
導
入
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
板
井
の
現
地

を
見
学
し
て
下
さ
る
こ
と
を
望
ん
で
お

り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
方
式
に
よ
る
所
得
の
比

較
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
く
わ
し
く

は
役
場
産
業
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

項　　　　目
大豆十小麦

（240kg）（420kg）

水稲十小麦

（420kg）（420kg）

転作奨励金 50，000円 一円

計画転作奨励金 （平均）15，000
一

小　　　　計 65，000
一

生産物所得

大豆 47，539
一

小麦 43，001 43，001

水稲 一
64，076

小　　　　計 90，540 107，077

合　　　計 155，540 107，077

比　　　　較 48463
一

役
場
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
江
南
村
で
は
昭
和
五
十
六
年
に
職
員

を
採
用
し
て
い
く
計
画
で
す
。

こ
の
た
め
、
公
務
員
の
資
格
試
験
を
実

施
し
、
合
格
者
の
中
か
ら
採
用
者
を
選

定
す
る
た
め
次
の
と
お
り
試
験
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
採
用
予
定
人
員

　
　
一
般
事
務
職
員
　
　
一
名

　
　
技
術
職
員
（
土
木
）
一
名

二
、
受
験
資
格

　
ア
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を

　
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
ま
で
に
卒
業

　
　
見
込
の
者

　
イ
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
百
か
ら
昭

　
　
和
三
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

　
　
ま
れ
た
者
（
学
歴
を
問
い
ま
せ
ん
。
）

　
ロ
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
者
は
資
格

　
　
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
内
容
は
受
験

　
　
申
込
の
時
申
し
上
げ
ま
す
。
）

三
、
試
験
の
方
法

　
筆
記
試
験
と
口
述
試
験
・
身
体
検
査

　
ω
一
般
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
教
養

　
　
試
験
と
作
文
試
験
を

　
ω
技
術
職
員
に
つ
い
て
は
専
門
試
験

　
と
作
文
試
験
を
左
記
に
よ
り
実
施
い

　
た
し
ま
す
。

試
験
日
時
　
十
月
十
九
日
㈲
午
前
九
時

試
験
会
場
　
吹
上
町
立
吹
上
中
学
校

　
㈹
口
述
試
験
（
面
接
試
験
）
お
よ
び

　
　
　
　
）
）

員
募
集

十
六
年
採
用

　
身
体
検
査
に
つ
い
て
は
、
後
日
江
南

　
村
役
場
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

四
、
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

　
ω
応
募
書
類

　
ア
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
の

　
　
者
を
含
む
。
）
は
埼
玉
県
高
等
学

　
　
校
統
一
用
紙
で
す
。

　
イ
そ
の
他
の
者
は
埼
玉
県
労
働
部
指

　
　
定
の
用
紙
で
す
。

　
ウ
そ
の
ほ
か
に
所
定
の
誓
約
書

　
囲
応
募
書
類
の
請
求

　
　
高
等
学
校
卒
業
者
は
出
身
の
各
高

　
等
学
校
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

　
　
そ
の
他
の
者
は
江
南
村
役
場
に
請

　
求
し
て
下
さ
い
。

　
③
蛍
付
期
間

　
　
九
月
二
十
二
日
か
ら
同
月
二
十
九

　
日
ま
で

　
郵
送
の
場
合
は
、
九
月
二
十
七
日
ま

　
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。

五
、
そ
の
他
の
注
意
事
項

　
q
D
応
募
書
類
を
受
理
し
た
際
に
受
験

　
票
を
交
付
し
ま
す
。

　
㈹
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
総
務

　
課
（
電
話
三
六
－
一
五
二
一
）
に
し

　
て
下
さ
い
。

　
㈹
そ
の
他
、
詳
し
く
は
役
場
の
掲
示

　
板
に
公
示
い
た
し
ま
す
。
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村
の
青
少
年
相
談
員
協
議
会
で
は
、

さ
る
七
月
二
十
八
日
青
少
年
健
全
育
成

の
事
業
と
し
て
、
南
北
小
学
校
六
年
生

を
対
象
に
、
浦
山
渓
谷
で
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

を
か
こ
ん
で
歌
鷺
踊
り
に
楽
し
い
］
夜

を
す
ご
し
ま
し
た
。

（

　8月6日、江南保育所では子供た

ちのために、花火大会を実施、打上

げや落下さんなどで子供たちは大は

しやぎでした。

　板井：柴千代：塩地区では盆踊り

大会を開催、地域のコミュニティー

に一役。

〆へ

（
（

上
手
な
ゴ
ミ
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
も
協
力
を

　
大
里
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨

年
十
二
月
運
転
開
始
以
来
皆
さ
ま
の
御

協
力
を
い
た
だ
き
順
調
に
運
営
を
つ
づ

け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
一
部

守
ら
れ
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
の
で

次
の
事
に
充
分
ご
注
意
い
た
だ
き
、
き

れ
い
な
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。

◎
袋
に
入
れ
る
前
に
も
う
一
度
水
切
り

を
！

　
最
近
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
水
分
が

多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
お
勝
手
ご
み

は
良
く
水
分
を
切
っ
て
、
紙
く
ず
な
ど

と
い
っ
し
ょ
に
袋
の
中
に
入
れ
る
よ
う

灘

清
掃
セ
ン
タ
ー
内
部

に
し
て
下
さ
い
。

◎
あ
き
カ
ン
等
は
絶
対
に
持
ち
込
ま
な

い
！

　
カ
ン
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ビ
ニ

ー
ル
類
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
処
理

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
み
袋
の
中
に
は

絶
対
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
粗
大
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
！

　
柱
や
た
た
み
な
ど
、
粗
大
ご
み
を
清

掃
セ
ン
タ
ー
ヘ
持
ち
込
む
時
は
、
事
前

に
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
し
て
か
ら

持
ち
込
む
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
収
集
袋
は
、
き
め
ら
れ
た
も
の
以
外

は
扱
わ
な
い
！

　
ご
み
袋
は
、
必
ず
指
定
さ
れ
充
袋
に

名
前
を
書
い
て
使
用
し
て
下
さ
い
。
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
又
は
指
定
以
外
の
袋
を
使

用
し
た
場
合
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

◎
集
収
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
き
め
ら
れ
た
日
以
外
に
出
し
ま
す
と

ご
み
袋
が
や
ぶ
け
た
り
、
野
犬
な
ど
に

ち
ら
さ
れ
、
不
衛
生
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
、
場
所

を
守
っ
て
下
さ
い
。

　
ご
み
収
集
に
関
し
て
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
清
掃
セ
ン
タ
ー

又
は
役
場
住
民
課
で
お
聞
き
下
さ
い
。

　
電
話
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
㈹
五
七
四
五

　
〃
役
場
住
民
課
　
　
G
⑤
一
五
二
一
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題と‘同
深めるためと認識

1）同

　
徳
川
封
建
時
代
に
、
民
衆
の
分
裂
支

配
を
強
め
る
た
め
、
最
下
級
の
い
や
し

い
身
分
と
し
て
規
定
さ
れ
た
同
和
地
区

の
人
々
は
、
職
業
、
住
居
、
婚
姻
、
交

際
、
服
装
に
至
る
ま
で
社
会
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
厳
し
い
差
別
的
扱
い
を
受

け
、
人
権
を
踏
み
に
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
を
通
じ
、
し
か
も
、
新
憲
法

が
施
行
さ
れ
た
戦
後
に
お
い
て
も
、
根

本
的
に
は
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
同
和
地
区
に
つ
い
て
、
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律

第
六
十
号
）
で
は
、
第
一
条
の
な
か
で

「
歴
史
的
社
会
的
理
由
に
ょ
り
生
活
環

境
な
ど
の
安
定
向
上
が
阻
害
さ
れ
て
い

る
地
域
」
と
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、

同
和
地
区
と
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
の

な
か
で
、
中
世
末
期
あ
る
い
は
近
世
初

期
に
封
建
社
会
の
政
治
・
経
済
的
、
社

会
的
理
由
に
よ
り
、
一
定
地
域
に
定
着

さ
せ
ら
れ
居
住
す
る
こ
と
に
よ
り
で
き

た
集
落
で
あ
る
。

　
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
制
定

さ
れ
る
に
先
だ
ち
、
同
和
対
策
審
議
会

か
ら
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
答

申
は
、
同
和
問
題
を
理
解
す
る
た
め
の

手
が
か
り
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
答
申
は
、
昭
和
四
十
年
八
月
十

一
日
、
内
閣
総
理
大
臣
の
「
同
和
地
区

に
関
す
る
社
会
的
及
び
経
済
的
諸
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
的
方
策
」
に

つ
い
て
の
諮
問
に
答
え
て
出
さ
れ
た
も

の
。
こ
こ
で
は
、
部
落
差
別
が
現
実
に

生
き
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
解
消
は
行

政
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
答
申

は
同
和
行
政
の
指
針
と
も
い
え
る
も
の

で
あ
る
。

　
答
申
は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
「
長

い
歴
史
の
過
程
で
、
人
間
に
よ
り
作
り

出
さ
れ
た
身
分
差
別
に
よ
り
、
同
和
地

区
の
人
々
が
現
在
も
な
お
基
本
的
人
権

を
侵
害
さ
れ
、
特
に
、
近
代
社
会
の
原

　
　
　
　
　
辺
　
）

理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る

市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
深
刻

に
し
て
重
大
な
社
会
問
題
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
、
　
「
近
代
社
会
に
お
け
る
部
落

差
別
と
は
、
ひ
と
く
ち
に
い
え
ば
、
市

民
的
権
利
、
自
由
の
侵
害
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
市
民
的
権
利
、
自
由
と
は
、
職

業
選
択
の
自
由
、
教
育
の
機
会
均
等
を

保
障
さ
れ
る
権
利
、
居
住
お
よ
び
移
転

の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
権
利
と
自
由
が
同
和
地
区
住

民
に
た
い
し
て
は
完
全
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
差
別
な
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
市
民
的
権
利
と
自
由
の
う
ち
、

職
業
選
択
の
自
由
、
す
な
わ
ち
就
職
の

機
会
均
等
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
特
に
重
大
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
歴
史
を
か
え
り
み
て
も
、
同
和
地

区
住
民
が
そ
の
時
代
に
お
け
る
主
要
産

業
の
生
産
過
程
か
ら
疎
外
さ
れ
、
賎
業

と
さ
れ
る
雑
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と

が
社
会
的
地
位
の
上
昇
と
解
放
へ
の
道

を
阻
む
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
現
代
社
会
に
お
い
て
も
変
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
同
和
地
区
住
民
に
就

職
と
教
育
の
機
会
均
等
を
完
全
に
保
障

し
、
同
和
地
区
に
滞
留
す
る
停
滞
的
過

剰
人
口
を
近
代
的
な
主
要
産
業
の
生
活

過
程
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
の

安
定
と
地
位
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が

同
和
問
題
解
決
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

　
部
落
差
別
は
、
多
種
多
様
な
形
態
で

現
わ
礼
る
が
、
こ
れ
は
心
理
的
差
別
と

実
態
的
差
別
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

　
〈
心
理
的
差
別
〉
　
人
々
の
観
念
や

意
識
の
う
ち
に
潜
在
す
る
差
別
で
あ
り

封
建
的
身
分
の
賎
称
を
使
っ
て
侮
辱
し

た
り
、
偏
見
に
よ
り
結
婚
や
就
職
、
交

際
な
ど
を
拒
む
と
い
っ
た
行
動
に
現
わ

れ
る
差
別
で
あ
る
。

　
〈
実
態
的
差
別
〉
　
同
和
地
区
の
人

々
の
生
活
の
上
に
現
わ
れ
て
い
る
差
別

の
こ
と
で
、
劣
悪
な
生
活
環
境
、
低
位

な
教
育
・
文
化
水
準
・
不
安
定
な
職
業

・
高
率
な
生
活
保
護
率
な
ど
の
形
で
現

わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
心
理
的
・
実
態
的
差
別
は

相
互
に
作
用
し
あ
っ
て
差
別
を
助
長
し
、

悪
循
環
を
く
り
返
す
結
果
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
低
い
生
活
水

準
の
も
と
で
教
育
が
十
分
に
受
け
ら
れ

ず
、
こ
の
こ
と
が
安
定
し
た
職
業
に
就

く
こ
と
を
困
難
に
し
生
活
を
不
安
定
な

も
の
に
す
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
状
況

が
、
人
々
に
潜
在
す
る
差
別
感
を
増
長

さ
せ
る
。
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

噺
褻
．
嘔
一

．
3
駄
、
牟

）
）

fも』

　
　
住
民
基
本
台
帳

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
居
住
関
係
－
氏
名
、
出
生
年
月

日
、
本
籍
、
住
所
な
ど
ー
の
公
証
、

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
そ
の
他
住
民
に

関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
に
す
る
と
と

も
に
、
住
所
に
つ
い
て
の
届
出
な
ど
の

簡
素
化
を
は
か
る
た
め
に
、
従
来
の
住

民
登
録
制
度
に
代
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
個
人
を
単
位
と

す
る
住
民
票
を
世
帯
ご
と
に
編
成
す
る

形
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
票
に
は
、
住
民
の
氏
名
、
本
籍
、

住
所
な
ど
の
ほ
か
選
挙
人
名
簿
の
登
録

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
の
被
保
険

者
の
資
格
、
米
殻
類
の
配
給
に
関
す
る

事
項
な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
、
選
挙
権
の
行

使
、
義
務
教
育
の
就
学
、
国
民
健
康
保

険
の
給
付
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
個
人
の
住
民
税
も
、
原
則
ど

し
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
者
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
住
民
基
本
台
帳
は
住
民

の
地
位
に
関
す
る
基
礎
的
な
記
録
で
あ

り
、
閲
覧
、
写
し
の
交
付
が
で
き
ま
す
。
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米米米米おしらせとあんない米米米米

i　入所生の募集　 i』自衛官募集　i　あなたも参加を　i
i　　一内部障害者後保護指導所一　　i　安定した働きがいのある職場で　i　　　　一県民討論会一　　　　　i

i　県後保護指導所では入所を募集　i技術を身にっけよう。　　　　　　i日　時　11月22日仕）1時～4時　　l

iしています。年齢は15歳以上6　i　防衛庁では陸・海・空自衛官を　i場　所　埼玉県熊谷地方庁舎　　　i

i　O歳までの男・女、ここは呼吸器i募集しております。　　　　　　　iテーマ　進む高齢化社会を考えるi
　・じん臓・心臓の病気を経験され　i資格　18歳以上25歳未満　　　　　i討論のしかた　　　　　　　　　　i

iた方等を収容し・医師・保健婦のi身分特別職国家公務員　i3人の意見発表者を中心に一般i

i健康管理のもとに生活指導と併せ　i初任給　88，400円（他に現物給）　i参加者（自由参加）を交えて話し　i

i職業技術を身につけるところです。：賞与　年3回（4、9ケ月分）　　i合いを行います。　　　　　　　i

：　▲募集科目・電気器具・洋裁・　I

iタイプ孔版・経理事務・製図・訓　i

練費用は無料です。入所は年間随　i

i時㍉入所期間一年を原則とし必要　i

　に応じて延長されます。詳細は同i

指導所か福祉事務所へ。　　　　　i

特典（1）技術教育で各種国家試験の　i意見発表者　　　　　　　　　　　：

　　免許取得の機会があります。i　「進む高齢化社会を考える」にi
　（2）努力次第で曹・幹部に昇進　iついての意見を1500字以内にまと　i

　　もできます。　　　　　　　iめ、住所・氏名を明記し申込む　　i

　（3）大学（二部）進学も可能です。i一般参加者　　　　　　　　　　　i

連絡先　江南村役場住民課　　　　i　ハガキに「県民討論会」と朱書i

　　　　　　　　　　iして申込む。　　　　　　　　　i

（，

∠へ＼

衛生関係行事予定表

月日 行　　　　事 対象者 場　　　所 時　問

910 三　種　混　合 53．7．1～
53．12．31 村民体育館 1：00～

911 三歳児検診 519．］～
　52．3．3 江南保育所 〃

912 〃
52．4．1～
52．8．31

〃 〃

919 1、6ケ月児検診
54．2月

　3月生 母子健康センター 〃

106 三ケ月児相談 55．6月生 〃　　　　　〃 9：30～

109 三　種　混　合 53．7．1～
53．12．31 村民体育館 1：00～

1014 胃　　検　　診 成年男女 農村センター 8：00～

1015 〃 〃 農業総合センター 〃

1017 インフルエンザ 51，4．2～
　52．4．1 村民体育館 1：00～

1028 ポ　　　リ　　　オ 55．1．1～
　55．6．3

〃 〃

※この表は予定ですので、変更することがあります。

申込先及び問合せ

i　埼玉県熊谷地方県民センター　i

i　熊谷市熊谷ね通り861　　　i
i　電話0485（23）2801　　　　　i

iメキシコ民族舞踊と　　　i
i　　マリアッチ特別公演　i
i出　演　世界民族祭金メダル受賞i

i　　　　メキシコ州専属民族舞踊i

i　　団　　　　　　 i
会場埼玉県熊谷会館　　i

i日　時　10月4日（土）2時30分開演i

i入場料　一般1000円、団体（20人　i

　　　以上）800円高校生以下　i（＼

　　　500円　　　　　ii主　催　埼玉県、・埼玉県熊谷産業i　／（、

　　　文化協会　　　　 i
iお間い合せは、埼玉県熊谷会館へi

　　　　　電話0485（23）2535i

創烈

厭
講
懸
翻
、
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国
民
年
金

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ゆ

も
う
一
度
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
は
、
一
カ
月
三
千
七
百
七
十

円
で
す
が
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
額
が
か
さ
ん
で
一
度
に
納
め
る
の

は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
不
幸
に
し
て
、
事
故
が
起
っ
た
よ

う
な
場
合
、
一
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
保
険
料
は
納
付
期
限
か
ら
二

年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
と
な
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
も
し
そ
う
な
り
ま

す
と
せ
っ
か
く
加
入
し
て
い
て
も
老
後

の
保
障
と
し
て
の
老
齢
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
大
変
な
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

　
保
険
料
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
早

め
に
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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税のコーナー
　
相
続
し
た
と
き
税
金
は

　
相
続
税
は
、
亡
く
な
っ
禿

人
の
財
産
を
相
続
や
遺
贈
（

遺
言
に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
と

き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
）

　
し
か
し
、
そ
の
財
産
の
全

て
に
税
金
が
か
か
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
亡
く
な
っ
た
人
の
財
産
か

ら
債
務
や
葬
式
費
用
な
ど
を
差
引
い
た

正
味
の
財
産
が
、
　
「
基
礎
控
除
額
」
を

超
え
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
額

に
か
か
り
ま
す
。

　
基
礎
控
除
額
は
、
法
定
相
続
人
の
数

に
四
〇
〇
万
円
を
掛
け
た
金
額
プ
ラ
ス

ニ
、
○
O
O
万
円
で
す
。
で
す
か
ら
、

基
礎
控
除
額
は
法
定
相
続
人
の
数
に
よ

っ
て
違
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
の
配
偶
者
に

は
、
正
味
の
財
産
の
三
分
の
一
か
四
、

○
○
○
万
円
の
ど
ち
ら
か
多
い
金
額
ま

菟
磁

憩
．

磐

で
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
相
続

人
が
未
成
年
者
や
障
害
者
の
場
合
に
は

特
別
の
計
算
に
よ
り
税
金
が
安
く
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
相
続
税
の
申
告
は
、
相
続
開

始
の
日
（
死
亡
の
日
）
の
翌
日
か
ら
六

ケ
月
以
内
に
亡
く
な
っ
た
人
の
住
所
地

の
所
轄
税
務
署
長
（
熊
谷
税
務
署
）
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
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操
法
大
会
で
準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
消
防
団

消
防
技
術
を
ア
ッ
プ
し
て
、
火
災
に

ょ
る
被
害
を
最
少
限
度
に
お
さ
え
、
そ

し
て
消
防
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

埼
玉
県
と
消
防
協
会
が
主
催
と
な
り
第

十
一
回
消
防
操
法
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。　

こ
の
大
会
は
、
県
下
九
十
二
市
町
村

が
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
代
表
チ
ー
ム
を

選
び
、
小
型
ポ
ン
プ
四
隊
・
自
動
車
ポ

ン
プ
十
一
隊
の
合
計
十
五
隊
に
よ
り
競

わ
れ
ま
し
た
。し

＼＿ノ

　
江
南
消
防
団
は
自
動
車
ポ
ン
フ
の
部

へ
出
場
す
る
た
め
、
本
年
六
月
二
十
八

日
よ
り
八
月
十
八
日
ま
で
の
期
間
、
夜

問
や
休
日
を
利
用
し
て
訓
練
に
訓
練
を

か
さ
ね
、
八
月
十
九
日
の
操
法
大
会
に

於
て
、
見
事
準
優
勝
の
栄
冠
に
か
が
や

き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
た
だ
単
に
消
防
団
の
名

誉
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
機
会

に
消
防
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
り
、

誰
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

　
　
　
　
　
　
づ
く
り
を
は
か
る
こ

準優勝旗を前に

と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
出
場

し
た
選
手
は
次
の
と

お
り
で
す
。

指
揮
者
　
馬
場
正
美

　
　
　
（
分
団
長
）

『
番
員
大
島
栄

　
　
　
　
（
班
長
）

二
番
員
　
斉
藤
道
夫

　
　
　
　
（
団
員
）

三
番
員
　
神
田
　
稔

　
　
　
　
（
団
員
）

四
番
員
　
茂
木
　
登

　
　
　
　
（
団
員
）




